
【実務経験のある教員等による授業科目の配置】１・２年生

1年次 2年次 3年次

人体の成り立ちと生活 1 30 1 ○

解剖生理学・病態生理学と治療Ⅳ(内分泌・代謝・アレルギー・膠原病) 1 30 1 ○

看護実践の基礎 1 30 1 〇

看護の概念 1 30 1 〇

看護の探究　　　　　　　　　　　 1 15 1 〇

人間関係成立の技術　　　 1 30 1 〇

医療・療養環境を整える技術 1 30 1 〇

フィジカルアセスメント　　　　 1 30 1 〇

日常生活援助技術 1 30 1 〇

日常生活援助技術の統合 1 30 1 〇

診療に伴う援助技術 1 30 1 〇

診療に伴う援助技術の統合 1 30 1 〇

看護を展開する技術　　　　　　 1 30 1 〇

地域の人々の暮らし 1 15 1 〇

地域の人々の健康な暮らしと支援 1 30 1 〇

地域・在宅看護援助論Ⅱ（暮らしを支える看護技術） 1 15 1 〇

地域・在宅看護実践演習（地域・在宅における看護展開） 1 30 1 〇

成人看護概論 1 30 1 〇

成人看護実践演習(成人の看護展開） 1 30 1 〇

老年看護概論 1 30 1 〇

老年看護援助論Ⅰ（高齢者の理解と生活支援） 1 30 1 〇

老年看護実践演習（高齢者の看護展開） 1 15 1 〇

小児看護概論 1 30 1 〇

小児看護実践演習（健康障害をもつ小児の看護展開） 1 15 1 〇

母性看護概論 1 30 1 〇

母性看護実践演習（妊婦・産婦・褥婦・新生児の看護展開） 1 15 1 〇

精
神
看

護
学 精神看護実践演習（精神に障害をもつ人の看護展開） 1 15 1 〇

看護研究 2 45 2 〇

看護管理（災害看護・国際協力を含む） 1 30 1 〇

医療安全 1 30 1 〇

臨床看護の統合Ⅰ 1 30 1 〇

臨床看護の統合Ⅱ 1 30 1 〇

基礎看護学実習Ⅰ（看護との出会い、日常生活援助） 1 45 1 〇

基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開） 2 90 2 〇

地域・在宅看護論実習 2 90 〇

健康危機状況から回復に向けての看護実習（成人看護学） 2 90 2 〇

セルフケア再獲得に向けての看護実習（老年看護学） 2 90 〇

セルフマネジメントに向けての看護実習（成人看護学） 2 90 〇

緩和ケア看護実習（成人看護学） 2 90 〇

高齢者の生活支援実習（老年看護学） 2 90 〇

小児看護学実習 2 90 2 〇

母性看護学実習 2 90 2 〇

精神看護学実習 2 90 〇

統合看護実習 2 90 2 〇
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※基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ以外の臨地実習について：＊印の実習は、2年後期6単位、3年前期・後期で
6単位を修得予定。＊印以外の実習は3年前期・後期で8単位修得予定。
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